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要旨 

私たちは外国からの輸入物が多い線香花火について、燃焼時間の長いものを自作することを目的とし、

市販品の実験と自作による検証を行なった。まず市販の線香花火を用い、火薬量と燃焼時間の関係を

調査したところ、正の相関が見られた。次に、火薬の配合を自分たちで変えながら線香花火を自作した。

最も燃焼時間が長かったのは、木炭:硝石:硫黄＝25:25:50の割合で、2分 53秒を記録した。ただ、火

球は落ちなかった。このことから、和紙の厚みに着目し、先行研究などから薄くて繊維が細かい和紙が理

想的な火球の形成に有効であると考察した。私たちは火薬の配合・量、紙の工夫によって燃焼時間を伸

ばすことが可能であると結論づけた。 

 

1 はじめに 

最近の線香花火は、私たちが幼い頃に行って

いたものよりも燃焼時間が短いように感じられ

た。そこで調べてみると、現在日本で販売され

ているほとんどの線香花火は外国からの輸入物

であるということがわかった。更に調査を進める

と、輸入された線香花火よりも国内生産された

線香花火のほうが燃焼時間が長い傾向にあるこ

とが判明した。今では、線香花火を国内で生産

しているのは２社しか残っていないことも確認で

きた。そこでその１社である筒井時政玩具花火

製造所について調べたところ、筒井時政では天

然の松煙を使用しており、一定の配合量を保っ

ていても火をつけたときの燃え方が少し異なり、

配合を変えたり、燃え方の良い箇所を手作業で

探したりすることで美しい燃焼を作り出している

ことがわかった。これが外国で機械によって作ら

れた線香花火よりも国産の線香花火が精密で

ある要因であると考察した。また、筒井時政玩具

花火製造所に貴社の線香花火の燃焼時間はあ

えてその時間に設定しているのか、また技術的

に限界があるからなのかを尋ねてみたところ、初

代線香花火の燃焼時間に基づいて制作してる

ことがわかった。そこで私たちは、線香花火を実

際に自分たちで作ってみることで燃焼時間が長

い線香花火を作ることができるのではないかと

考え、このテーマを元に探究活動を進めること

を決意した。 

 

2 考察 

ⅰ市販の線香花火を用いて行った実験 

①調査・実験の方法 

私たちは、線香花火の燃焼時間と火薬量に相

関関係が見られるかを考察するために、市販の

線香花火を用いて実験を行った。様々な火薬

量の線香花火を購入し、着火させ、燃焼時間を

記録した。 

 

②結果 

残念ながら、火薬の材料や配合率まではわから

なかったが、以下のグラフのような相関が見られ

た。

 
相関係数は、0.402。このことから、正の相関が

見られることがわかる。 

 



③考察 

線香花火の燃焼時間と火薬量に正の相関が見

られたことから、火薬の量を増やせば燃焼時間

が伸びると考えた。 

 

ⅱ線香花火制作 

①調査・実験の方法 

材料 木炭・硝石・硫黄 

〜線香花火の作り方〜 

1.上記の材料を均一になるまで混合する 

2.作った混合物を 0.1ｇ取り、和紙の一端にの

せ、全体をひねりながら整える 

 

実験ⅰで火薬と燃焼時間の関係を調査したの

で、火薬量は変えず、実験ⅱではどの配合の

火薬が燃焼時間を伸ばすためにもっとも有効で

あるかを調べることを目的とした。今回の実験で

は、先行研究で使われた火薬の比率を参考とし

ながら、燃焼の仕方によって火薬配合を変化さ

せていった。 

 

②結果 

木炭：硝石：硫黄=25:25:50のとき燃焼時間が最

も長く、2分 53秒を記録した。ただし、私たちが

作成した線香花火では、火球が落ちる反応が

見られなかったため、線香花火特有の火花が

散らなくなったタイミングを燃焼時間の終了とし

た。 

 

 
 

 

③考察 

先行研究では、木炭：硝石：硫黄＝15:75:10の

火薬を用いていており、私たちの実験との誤差

が大きかった。硝石(酸化剤)が多いと反応速度

が速くなる傾向があり、木炭や硫黄を多く含むと

燃焼時間がゆっくりになるため、燃焼時間を重

視する私たちと線香花火の美しさを重視する先

行研究との間で差が出たことが原因であると考

察する。 

  

ⅲ火薬を包む和紙について 

①調査・実験方法 

私たちが作成した線香花火は本来みられるは

ずの火球の落下がみられなかった。通常使わ

れている線香花火の和紙よりも、私たちが使っ

た和紙の方が分厚かったためだと考えた。私た

ちはティシュ等を用いようと考えたが、ティシュで

は燃えるまでの時間が早すぎて測定が難しかっ

た。また自分たちではこれ以上薄い和紙を見つ

けることができなかったため、先行研究等を参

考にして考察することにした。 

 

②結果 

大阪府立高津高等学校科学部の先行研究によ

ると、紙が薄いほど、火が紙で包んでいる火薬

まで到達する時間が短くなり、また、その時間が

短いほど線香花火の上部に火が燃え移ってい

かなくなるため、紙の燃焼時間が長く なった。

紙が厚いものは繊維が密集しているため薄いも

のほど酸素供給がされず、紙が丈夫であるため

燃焼のスピードが遅く、火玉が形成される温度

まで上がらなかったと推測した。 

 

③考察 

紙が厚いものは繊維が太く密集しているため薄

いものほど酸素供給がされず、紙が丈夫である

ため燃焼のスピードが遅く、火玉が十分な大き

さまで成長しなかったと考える。よって、燃焼時

間を延ばすのに最適な紙は、繊維が密集して

いる薄い巻紙である。 

 

３ まとめ 

私たちの研究の中では、線香花火の燃焼時間

を延ばすための条件として、木炭：硝石：硫黄＝

25:25:50の割合で作った火薬の量を増やすこ

と、さらに、繊維が細かく薄い巻紙を使用するこ

とが有効であると考えられる。 
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